　　　上田地域通貨「蚕都くらぶ･ま～ゆ」の取組み

～楽しく心地よい地域と暮らしづくりをめざして～

　　　　　　　　　　　　　　　安井　啓子　氏（「蚕都くらぶ･ま～ゆ」）　

１　「地域通貨」とは

「地域通貨」とは、一定の限られた地域またはグループの中で発行し、信頼に基づいて流通する“お金”や“交換の仕組み”です。

「地域通貨」は、モノやサービスを特定の地域やグループの中で循環させることにより市場では成り立ちにくい価値も認め合い、人と人が互いに助け、支えあって暮らしやすい地域を自分たちで創るための手段（道具）の1つです。つまり、「地域通貨」は、人びとのやる気や自発性を引き出し繋げる道具ともいえます。

①流通範囲・目的などに制限をつけた通貨または交換の仕組み

②価値の交換手段に特化したもので利子がつかず投機の対象にならない

③国家が発行するものではなく、基本的に市民・地域共同体が地域の問題解決や、環境改善などのために発行する

④人びとの信頼関係の下で循環する
⑤目的、運用方法は様々で、コミュニティの再生、地域経済の活性化、ボランティア活動の評価などのツールとして使われ、紙幣方式、通帳方式、借用証書方式、電子マネーなどがある

２「地域通貨」が広がる社会的背景～経済効率優先と市場競争の激化～

· 地球規模の環境破壊の深刻化

· 都市化などによる伝統的な地域コミュニティーの崩壊

· 経済と暮らしの危機

· 命と人権の軽視
３　上田地域通貨「蚕都くらぶ・ま～ゆ」のとりくみ

○基本理念

『わたしたちは、地域の豊かな自然や人びとが持っている知恵、技能、人柄、時間が地域の本当の宝であると考えます。その財産を真に価値有るものとして活かしあい、お互いに交換・交流しあうことによって人びとの絆を強め、共に生きる仲間として楽しく心地よく暮らせる自立した地域づくりと温かい人間関係づくりをめざします。』

この趣旨に賛同した人が自発的に参加し、運営している「モノ・コト交換の制度」です。お互いに提供できるモノやサービスを交換するときには、「円」のような貨幣ではなく「ま～ゆ」という単位で各自の通帳に記載する方式を採用しています。名称はかつて日本の経済を支えてきた“繭”の産地上田にちなんで『ま～ゆ』と名づけました。

○設立までの経過

2001．6　『明日を創るトーキングプラザ２１』の定例会にて『地域通貨』の学習会

2001．7　『明日を創るトーキングプラザ２１』の学習会（駒ヶ根・伊那での事例報告）

2001.9 信州上田夏季大学　地域通貨分科会・シンポジュウム開催

2001.9 『上田地域通貨』準備会発足

2001.10　先進地視察・交流（山梨県『八ヶ岳大福帳』）

2001.10　｢地域通貨｣体験ワークッショップ開催

2001.11　｢上田地域通貨　蚕都くらぶ・ま～ゆ(繭)｣設立総会

2001.11　「ま～ゆ」運用開始　以後現在に至る

○参加者構成　

20代から80代までの男女　約150人（男女比45％ / 55％）　40代から60代の人が６割程

会社員、自営業、農業、公務員、教員、学生、定年退職者、NPO関係者など多種多様

○「ま～ゆ」の運営で大切にしていること」

★個々人の自由、自主性、主体性の尊重と自己責任

★結果を急がない！あせらない！　自然のリズムを尊重して、じっくり、ゆっくり育つ土壌をつくる。（長い時間軸で考える）

★形にとらわれない、お金をかけない、柔軟性をもった組織運営

★新しい価値・文化の創造(“大きいことはいいことだ”的発想からの脱却。“常識”を疑ってみる

★“時間”は、ひとり一人にとって異なるもの？　価値の尺度、基準は個々人で違っていてもいい。

★情報の公開と共有（課題や問題は、みんなで考える。みんなが考える）

★未来への希望・夢を語る場を多様につくる。

○通貨「ま～ゆ」の使用方法

· 会報のお助け一覧表から自分が希望することを探し、名簿からその相手を見つけ、直接連絡する。また、「ま～ゆ市」や他の参加者からの紹介、インターネット上の情報などでやり取りや交換をすることもできる。一覧表に載っていないことを頼んだり、やってあげることもある。

· １ま～ゆ＝１円を目安にして、お互いの合意によって交換条件を自由に決める。
· “ま～ゆ”と“円”の併用も可能
· “やり取り“が成立したら、お互いの通帳に記入し、相手の通帳にサインする。そして    「ありがとう」の握手をする。
· “やり取り”は各自の責任で行う。会員ひとり一人がお互いを尊重し信頼関係を大切にすることが「ま～ゆ」の原点
○会員交流の場

①「ま～ゆ市」毎月10日開催

　モノ・コト交換の「お助け」の市、情報発信、会員交流、地域通貨の学習会

②自主イベント

　餅つき大会、繭玉つくり、お花見ツアー、ほたるコンサート、生ビール大会、収穫祭、

紅葉狩りツアー、市町村合併学習会、まち歩きなどをやりたい人の呼びかけで開催

③「この指とまれ」のプロジェクト

　味噌つくり、米づくり、野菜づくり、竹炭焼きなど

④インターネットで情報を交換、交流

　メールアドレス登録者に、MLやHPで情報の受発信

○「ま～ゆ」の魅力　？（４年間で見えてきたこと）

　＊“お金”や“肩書き”にとらわれない信頼に基づいた温かい人間関係の広がり

　＊人びとの新しい出会いの場の提供（異業種、異世代間の交流）

　＊“自分発見”の場。　人に当てにされ、人の役に立つことでこれまで気付かなかった自分の価値に気付く

＊多様な価値の創造。(お助けメニューが多彩である)

＊地域の再発見・再創造の可能性

＊“夢”を語り合う仲間の輪と和

· 自発性が尊重され自由な雰囲気にあふれている。

○大いなる社会実験を楽しむ

私たちは、これまでのお金に縛られ、損か得かの判断で物事の価値をはかってきた暮らし方を転換し、価値の尺度を“マネー第一”から人間そのものを活かす“ヒューマンスケール”にすることによって、人と人、人と自然との優しい関係を作り直すことに知恵や技術や時間を使い、真の豊かさが実感できる暮らしと地域を創っていきたいと願っています。

「地域通貨」は、人びとの自発性を引き出し繋げる道具のひとつでしかありません。

この取り組みはまだまだ試行錯誤の段階ですが、だからこそおもしろく、可能性を秘めているように思います。「地域通貨」は使ってこそ価値が生まれます。

“ま～ゆ”を大いに使い回す名人がたくさん生まれることが何より大切です。そのためには、   課題もたくさんあります。“拠点”づくりや会員間の情報格差をできるだけ少なくすること。   “ま～ゆ”をもっと使いやすいものにして、若者やこどもたちが気軽に参加できる工夫も必要です。

「蚕都くらぶ･ま～ゆ」は、参加者ひとり一人が意見やアイデアを出し合い自分たちでより良いものに作り変えていくことを大事にしています。常に柔軟に対応し、フットワーク軽く様々なことにチャレンジし、じっくり、ゆっくり楽しみながら育っていくことを願っています。

４　県政とのかかわり
　

　私自身のスタンスとしては、行政にはあまり期待していないというか、行政とはちょっと距離感をもってやりたい。それよりは、地域、住民のつながりを大切にしたい。

　田中県政になってから、2002年のちょうど地域通貨が全国で話題を集めた頃、県のNPOセンターが、2回ほど地域通貨のフォーラムをやった。

2003年夏には県の呼びかけで、県内の(20以上ある)地域通貨のグループが一堂に集まる会をやった。そこで、お互いの情報交流をしながらこれからやりたいというところをサポートできたらいい、ということで、長野県地域通貨ネットワークというのを立ち上げた。ネットワークといっても、メーリングリストをつくって、何か情報があったら発信するというぐらい。その事務局は、当時は企画局企画課がやった。

2003年12月に、これも県が主催して、地域通貨フォーラムというのをやった。例えば「さわやか財団」などの全国規模で展開している組織などの代表を集めて、パネルディスカッションと、「地域通貨の役割と日本での現状」ということで記念講演をやった。

私は、スタンスとして、住民自らの自発性を尊重し、かといってひとつひとつのグループではできない情報交換とか学びの交流の場を、県がサポートしつつやっていく、ということで今のところはいいのではないかと思っている。県の窓口としては、名前が変わって現在は経営戦略局のコモンズ地域政策チームというのがなっているようだ。これからやりたい人や、地域通貨について知りたい人が県に問い合わせた時には、県内にあるグループを紹介したり、「出前講座で行くのだけれど、一緒に行ってもらえないか」という依頼がグループにあったり。この春も移動があって新しく担当になった職員が、「担当になりましたから、地域を回って実態をきいているのです」ということで、わざわざ訪ねてきた。そういう、いい意味での「良い加減な距離感」で今のところやっている。最近よく聞くのは、上田市の批判になってはいけないけれど、市の職員よりも県の職員の方が、よく話をきいてくれるし身近に感じる部分があって、姿勢が変わったね、という声だ。

県がつくって下におろすのではなく、地域でやろうとしている人たちを上手にサポートしている、そういうスタンスでやっているのではないかなぁと思っている。全国の地域通貨の関係のシンポジウムやフォーラムの情報も、メーリングリストを通じて流れてくる。

最後に言いたいこと。地域通貨を使うことそのものにはこだわっていない。社会実験だと思っている。これまでの判断基準が、ともすれば損か得かというところにある。そうではなくて、もっと人間そのものを活かす、人と人、人と自然との関係のつくりなおしのなかで、お互いの時間や技術や知恵を活かしあって地域づくりをしていきたい。まだ始まったばかりで検証はできないが、地域づくりで一番大切なことは、楽しんでやること。だから皆がいかにエネルギーを引き出しあいながら、楽しんで地域づくりが出来るか、ということで、課題もいっぱい抱えている。だが、それにあまり振り回されないで、できることから一歩一歩、と思っている。
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